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平　面　図 S＝1:250

図　示

平面図

工事名

路線番号

工事箇所

図面種別

縮尺

図面番号 葉の内第 葉全

船橋市建設局下水道部下水道河川管理課

船橋市日の出1丁目5番110地先

令和８年度

日の出水路護岸改修工事（その2）

対傾構材 [-200×80×7.5×11(SS400)
間詰鉄板 間詰鉄板

間詰鉄板
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図　示

標準断面図

工事名

路線番号

工事箇所

図面種別

縮尺

図面番号 葉の内第 葉全

船橋市建設局下水道部下水道河川管理課

船橋市日の出1丁目5番110地先

令和８年度

日の出水路護岸改修工事（その2）
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標準断面図 S=1:100

▽ AP-5.00
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-5.00
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-14.81

-31.11

As1 N=8 γ=19.5 kN/m 3 γ′=10.5 kN/m 3 φ=33°

Ac1 N=2 γ=17.0 kN/m 3 γ′=8.0 kN/m 3 C=25.0 kN/m 2

Ac1 N=2 γ=17.0 kN/m 3 γ′=8.0 kN/m 3 C=45.0 kN/m 2

As2 N=9 γ=18.5 kN/m 3 γ′=9.5 kN/m 3
φ=32°

Ac2 N=2 γ=15.0 kN/m 3 γ′=6.0 kN/m 3
C=42.0 kN/m 2

▽　H.W.L AP+2.10

▽　L.W.L AP±0.00

▽ 設計河床高 AP-1.00▽ 設計河床高 AP-1.00

鋼矢板SP-25H

重防食(+1.65～-2.05m)
L=3.70m

地盤改良

C=100.0 kN/m 2

quck=200 kN/m 2

ap=85％

▽AP -14.00

H-400×400×13×21 L=38.0m
支持杭（SS400・生材）
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令和８年度

日の出水路護岸改修工事（その2）工事名

路線番号

工事箇所

図面種別

縮尺

図面番号 葉の内第 葉全

船橋市建設局下水道部下水道河川管理課

船橋市日の出1丁目5番110地先

鋼矢板構造図

図 示

鋼矢板構造図　 S=図示

異形鋼矢板形状図

Ａ-Ａ断面図

S=1:30

S=1:100

平 面 図 S=1:150

▽　H.W.L AP+2.10

▽　L.W.L AP±0.00

▽ 設計河床高 AP-1.00▽ 設計河床高 AP-1.00

L=17.50m 
鋼矢板SP-25H

Ｂ-Ｂ断面図 S=1:100

鋼矢板継手図 S=1:100

▽ AP+1.80

-15.20

L=17.50m 
鋼矢板SP-25H

重防食(+1.65～-2.05m)
L=3.70m

地盤改良

C=100.0 kN/m 2

quck=200 kN/m 2

ap=85％

▽AP -14.00

▽　H.W.L AP+2.10

▽　L.W.L AP±0.00

▽ 設計河床高 AP-1.00▽ 設計河床高 AP-1.00

埋戻し工

重防食(+1.65～-2.05m)
L=3.70m

-15.20

溶接継手 溶接継手

ハット型鋼矢板　25H　溶接継手詳細図 S=1:20

▽既設護岸前面

異形鋼矢板

地盤改良

C=100.0 kN/m 2

quck=200 kN/m 2

ap=85％

▽AP -14.00

PL-16x240x790

PL-16x60x160

開先形状図
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上矢板 下矢板

外

内

再生砂

▽ AP+1.80

埋戻し工
再生砂

異形鋼矢板

間詰鉄板

▽A.P+1.800

2次切断

1次切断

埋戻し工
再生砂

鋼矢板切断

対傾構材 [-200×80×7.5×11(SS400)

Ａ

Ａ

地盤改良

間詰鉄板

間詰鉄板

▽A.P+3.300

▽A.P-15.200

Ｂ

Ｂ

間詰鉄板

▽ AP+3.30

▽A.P+2.300

▽ AP+2.30
鋼矢板切断

地盤改良

※鋼矢板打設位置については、前年度工事の鋼矢板打設座標から護岸法線を決定し、市監督職員の立会確認後に打設すること。
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平　面　図 

対傾構材 [-200×80×7.5×11(SS400)

仮桟橋工計画図(1)　S=1/100

設計河床高 AP-1.00

▽AP+2.608

As1

Ds2

Ac1（AP＞-5m）

Ac1（AP＜-5m）

H.W.L AP+2.10

400×400×12

側　面　図 

工事名

路線番号

工事箇所

図面種別

縮尺

図面番号 葉の内第 葉全

船橋市建設局下水道部下水道河川管理課

船橋市日の出1丁目5番110地先

仮桟橋工計画図（1）

令和８年度

日の出水路護岸改修工事（その2）

図　示

H-400×400×13×21
支持杭（SS400・生材）
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工事名

路線番号

工事箇所

図面種別

縮尺

図面番号 葉の内第 葉全

船橋市建設局下水道部下水道河川管理課

船橋市日の出1丁目5番110地先

仮桟橋工計画図(2)

図　示

※1　支持杭について

　本設計ではDs2層での先端支持を想定しているため、現地の地盤を確認し施工すること。

※2　受桁材（直接基礎）について

　本設計では地盤補強によりq＝191.0kN/m2以上の支持力を想定しているため、現地において平板載荷試験等により必要な支持力を確認すること。

令和８年度

日の出水路護岸改修工事（その2）

▽　H.W.L AP+2.10▽　H.W.L AP+2.10

▽　L.W.L AP±0.00

▽ 設計河床高 AP-1.00

鋼矢板SP-25H

重防食(+1.65～-2.05m)
L=3.70m

地盤改良

C=100.0 kN/m 2

quck=200 kN/m 2

ap=85％

▽AP -14.00

H-400×400×13×21　L=38.0m
支持杭（SS400・生材）

▽AP+2.608

再生砂

L=17.5ｍ

-15.20

主桁用スチフナ材（SS400）
2PL-12×192×356

3000×1000×208

受桁材（SS400・生材）

対傾構材（SS400）
[-200×80×7.5×11

主桁用連結材（SS400）
2PL-12×300×400

覆工板（補強型）

H-400×400×13×21

主桁材（SS400・生材）
H-400×400×13×21

B

As1

Ac1(AP>-5m)

Ac1(AP<-5m)
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主桁用スチフナー PL-12×192×356(SS400)
受桁材 H-400×400×13×21(SS400 生材)

支持杭 H-400×400×13×21(SS400 生材)

受桁用スチフナ― PL-12×192×356(SS400)

主桁用スチフナー PL-12×192×356(SS400)

対傾構材 [-200×80×7.5×11(SS400)

受桁材 H-400×400×13×21(SS400 生材)

支持杭 H-400×400×13×21(SS400 生材)

受桁用スチフナ― PL-12×192×356(SS400)

主桁用スチフナー PL-12×192×356(SS400)
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主桁用スチフナー PL-12×192×356(SS400)

対傾構材 [-200×80×7.5×11(SS400)

対傾構材 [-200×80×7.5×11(SS400)

主桁用スチフナー PL-12×192×356(SS400)

対傾構材 [-200×80×7.5×11(SS400)

主桁用スチフナー PL-12×192×356(SS400)

▽覆工板天端

▽覆工板天端

断　面　図  S=1:100 側　面　図  S=1:30

仮桟橋工計画図(2)
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工事名

路線番号

工事箇所

図面種別

縮尺

図面番号 葉の内第 葉全

船橋市建設局下水道部下水道河川管理課

船橋市日の出1丁目5番110地先

仮桟橋工計画図(3)

図　示

令和８年度

日の出水路護岸改修工事（その2）
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S=1:20

フランジ部　F10T(M22)

ウェブ部　F10T(M22)

 L=85mm　n=48本(一箇所当り)

L=70mm n=18本(一箇所当り)

60 40 40 60

13

①　PL-16×160×810　n=4枚

②　PL-9×280×460　n=2枚

③　PL-12×400×810 n=2枚

①

②

③

60

=1
60

60

φ25

φ25

<H-400×400×13×21>

トッププレート詳細図 S=1:20

9
9

9
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99 99

M22(F10T)×80

n=4本/1箇所当り

トッププレート PL-16×398×398(SS400)

支持杭 H-400×400×13×21(SS400 生材)

受桁材 H-400×400×13×21(SS400 生材)

受桁材用スチフナー PL-12×192×356(SS400)

M22(F10T)×80

n=4本/1箇所当り

A A

A - A 断面図

99 99

=3
00

100
100

5
0

5
0

主桁材 H-400×400×13×21(SS400 生材)

主桁連結材 2PL-12×300×400(SS400)

主桁、受桁連結材詳細図 S=1:20

主桁連結材 2PL-12×300×400(SS400)

M22(F10T)×80

n=6本/1箇所当り

M22(F10T)×80

n=6本/1箇所当り

A - A 断面図
主桁材 H-400×400×13×21(SS400 生材)

A

A

S=1:20転落防護柵

覆工板 2000(3000)×1000×208(SS400)

F10T M22
ctc 2.00m

主桁材 H-400×400×13×21(SS400 生材)

地覆材 [-250×90×11×14.5

手摺 φ48.6

横桟 φ48.6

支柱 φ48.6
ctc 2.00m

仮桟橋工計画図(3)
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